
はじめに 

 
 ク
造
っ
 

ョ
 促
に
 

ジ
卵
果
 

ド
 緋
緒
 

  

    

 
 

明
細
 

 
 

J
 
7
 

林
阿
 

 
 
 
  
  
 

 
 

 
 

 
 

道正水産胎化 場 淡水 係 では，昭和 4l 年 受 よ 

り漁業開発振興事業として ， ドジョウの池中 

養成に関する 種々の試験を 実施したが，その 

ひとつとして ， ドジョウの人工排卵促進試験 

を昭和 4l 年 9 月 5 日 -9 月 l0 日にわたって 実 

他したので，その 結果と感じたことをまとめ 

てみた - 

材料及び方法 

ド ・ジョ   
                                                                                ・ ノ ョ ウに ト / 
              エ ルの 脳   口重体双葉を 注射することに 

  って極めて良好な 成績をあ げ得ると報告し     
試験に使用しだ ド，     。 ，                                     
                                                                      ショ                                               

雌雄の選別をして 運んできたもので ，その 体 

長 ，体重，試験区分は 第 l 表のと お                       

第 l 表 試 験 区 分 
              ホ ル モ                         室 2y 。 C 以上 

体 長 一一 ・ 体 車体 -  艮 w 一 、 重体尺休電体長体重 - 一 

l4. cm 引 l8.114.72@0 窯 l c れ g                       15.0 c 砲 l8.5 
12.8'@14.A¥@15.1'@23.0@ 14.5@ 19.0@ 14.1@ 18.2 
l2.6 l0 ． 5l l2.6 l3.8 14.9 2l.7 l3.8 l7. l 

l2.8l0 l4.2%.7l3.0l2.3 ・ 4 け ・ 220 ・ 9ll3.5l3.2ll2.5.l2.9 一一一一     
試験 区は ，室温， l7C 以ヒ ， 20 。 C 以上， 25 。 C 

以上の 4 区てあ るか， 与温卜は ホルモン処理 

をしないて対照 区 とした 

試験に使用した トノ ，列ま 苓卜 5% つつ て 

わ ルモン処理後は 容積 l5 フ 0 円形水槽 し 直任 

35 ㎝，高さ 45c, ぼ ) に 収容して観察した 

試験経過及び 結果 

使用した排卵促進ホルモンは ゴナ トロピ     



・帝国臓器 KKl 2,000 マウス単位で ， ドジ ホルモン処理後 8 時間経過したのちは ， 観   
fr 宛 注入した，ホルモン 処理後は 24 時間昼夜 諾 した， 叉 24 時間経過したのちも ，排卵の兆 月 施し，その結果は 第 2 人のと、 お り   

  が 排卵を見ることは 出来なかった。 

第 2 表 試験結果 (9 月 5 日 l7.00-9 月 6 日 l7.00)     
  41.9.6       ，   ， 22 。 C ぐ --@22 。 C@ 一 @22.C.@   @22 。 C.   j22 。 C@   、 l22 。 C 々 

                                    「 コ 27 。 C イ Ⅱ 27 。 C@@27 。 C@ Ⅰ 27 。 C Ⅰ :27 。 C.,-     ・ 27 。 C             
  分 ｜                                       

水滞 ，は各式 峨 区の水 滞 」 オ ホ寸       
組織切片による 卵巣観察 

㈲ l7 。 C 

三一写真 

排卵刺戟ホルモンゴ ナ 。 p ピンを注射後 48       
たので，卵巣を 摘出して フ ァ                                       卵黄 胞を   
卵巣切片観察結果                     また卵黄球を 有する卵で吸収途上に 

同 定万法 : ブ アン 液 固定，                                 
デ ラフィールド ヘマ トキシリン (3) 20 。 C 

エ オシン染色， X52   
尺一写真         

①直径約 @ まば 同様   
細胞質全 卵黄 球を 

域に 卵黄 有する 卵 

球を有し                     
直径 40 が                                                                                                   

の 輪郭の円滑なる 核を有する 卵 ，及び直径 80  ではⅣ                                                                                     

-l30 がで細胞質周辺部に 卵黄胞を有する 卵 る 。 

がほば 同数，さらに 直径 50-l0p で，細胞質 ㈲ 2.y 。 C 庄一写真④全体の 卵 数 がやや少                                                                                               ,@ 
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れ 以下の 

小型卵は 

非常に少 

い 。 吸収 

卵 もまっ 

たくみら 

れないが 

卵胞細胞 

層の状態よりやがて 吸収される て あ ろ 5 と考   

え ろ力 「． る卵 か多数見られる。 

試験結果から 考えられること 

Ⅰ ) 産卵 期 と排卵促進ホルモンの 効 

果 

当初， この試験を始めるにあ たっては， 9 

月に入ってからでは 産卵時期からみてすでに 

遅いのではないかという 懸念があ ったが，捕 

獲した 雌 ドジ， ウ はすべて抱卵しているとい 

うこと， 9 月もまだ初旬であ ることなどから 

考え実施した。 

ドジ， ウの 繁殖期は普通 6 月から 8 月とさ 

れているが，久保田 (1952) は 5 月から 7 月 

であ るとし，小林，山林 (1957) の 人 T 排卵 
試験結果 ( トノサマガエル 脳下垂体使用「で 

は， 7 月下旬 一 8 月中旬に採集したドジョウ 

の成功率は 80-90% であ るが， 6 月採集のも 

のは低く， 8 月中旬過ぎのものには 過熟 卵 と 

なる傾向が大きいといっている。 したがって 

排卵刺戟ホルモ ソ あ るいは脳下垂体前葉によ 

る人工排卵促進は 産卵盛期に 拾 いて最も効果 

があ るようで，産卵期の 初期，後期にはかな 

り効果が減じてしま j ようであ る， 

本試験からも 同様なことがうかがえるが ， 

ドジ，ゥ 0 人工排卵促進とい 5 のは産卵時期 

であ ればいつでも 成功するものではなく ， 自 

然に於ける産卵盛期，云いかえると 雌雄とも 

成熟のもっとも 大きい時に人為的に 手を加え 

て， 白熱 に 於ける状態よりもさらに 条件を よ 

くして多くの 種苗を確保するということであ 

って， ドジョウの持っている 生理的なリズム 

に逆行してはならないということになる " 

ごくあ たりまえのことなのであ るが，やや 

もすれば，ホルモン 注射ということにとらわ 

れ過ぎて試験を 進めた筆者にとっては 武庫な 

体験であ った。 

しかし，本道に 於けるドジョウの 産卵 期 ， 

6 月一 8 月については 疑問な点があ るので， 

当場に拾 いて 5 月から 9 月まで池中養成した 

標本を使用して ，生殖巣の発達過程を 追求し 

てみるつもりであ る。 

72) ホルモン 實 ・水温差等について 

排卵刺戟ホルモン ( ゴナ トロピン ) の量に 

ついては，石田 (l965) @k l,000 単位 2cc で 

体重 20% 程度のドジョウ 7 一 l0 尾処理するこ 

とができるといっている ， 又 鈴木Ⅰ け 65) は 

6C@ 単位で 20%, l00 単位で 57.l%, l50 学位で 

73% の 放卵 p を得ている，したがって ，本 誌 
験 では 2,000 単位 0 ． 2cc 宛を注入したのであ る 

からホルモン 量及び単位については 充分であ 

ったと考えられる。 

次に水温の問題であ るが，鈴木 (1965 、 1 に 

よると，ホルモ ソ の効力と水温との 関係は第 

3 表のようであ る， 

第 3 表 ホルモンの働きと 水温との関係 
  

水温 CC)l 注射後 放卵 が起きるまで                   
16-l7   l8 一 23 時間 

  12 一 13 

  
2l-22i 23 一 25     
文石田 (1965) は注射をしてから 卵が熟す 

るまでの時間は 水温が高かいほど 短 かくなり 

22 。 C 以上では l0 時間足らずで 熟 卵を見るとい 

っている。 

したがって，本試験では 水温とい j 環境条 

件を整えても 排卵しなかったということにな 

る。 叉ゴナ トロピンの量，単位に 於ても障害 

となるものはないのであ るから，やはり 産卵 

ゑ 4 



時期ということか 失敗の原因となる 

(3) 細胞学的観察について 

    
25 。 C 床         0.7 4.09 

@2.9 0 ． 5 3.87 

ドジ 。 ウ 卵の成熟 過稗は ついては久保 m 

@l952) が報告しているが ，それによると 卵 

原細胞の最も 多く形成される 時期は 8 月下旬 

より 9 月上旬で，卵原細胞が 形成されてから 

お Ng ロ までに大体 ln ケ 月を要する，したがって 

成熟の盛 成期は 5 月から 6 月となる。 叉 卵原 

細胞は数量は 減少するが長期にわたり 形成さ 

れ，同一卵巣円香卵の 成熟度の差異は 卵原細 

胞の形成される 時期の遅速による。 そして産 

卵後の卵巣内に 於ける成熟 未 放出卵は崩壊し 

体内に吸収されると 云っている『久保田によ 

る 各月の体重に 対する卵巣重量の 比率は第 4 

表に示すとおりであ る， 

第 4 表 ドジョウの体重に 対する卵巣重量 

  3. 98       
    i.2   無 処理 14. 与 1 ㏄ 3 2.08 

10 ・ 5 0.5 4.76 

    2.88 
      
  4.o8   
これらを比較すると ， % 強に使用し㌍ トノ 
，ゥは l2 月一 l 月頃 の卵巣耳鼻比を 示し         

ると考え           

次に細胞学的な 観察ては，山木Ⅱ 954)   

@ グロカレイの 雌 魚の成熟度ほついて」           

巣の成熟過程を 次の 7 段階に分類している 

            の 数字は卵巣重量の 体重 淀コ向 ; る 

比率を示している ， 

    ） 月 日 比 率 ， （ 拷 ） １ 月 日 比 率 （ ク 杉                                         5.2   5.2 8 月 29 ロ l 2.l 
ポ ， l 次卵黄 球 期し 5-7%) 

  8. 1 弗 2 次卵黄 球 期し 7 一 l0 の   

4 月 20 日                 第 成熟期 3 次卵黄 u5% 球期 は い (l0-l5%1   
これに対して ，試験に使用した ドノ，ウの   一       
体重 @ こ 対する卵巣重量比は 第 5 表てあ る。 これを 阿 万田研究員の 観察結果と比較する 

第 5 表 使用ドジョウの 卵巣重量比 
と，ホルモン 無 処理の試験区は 卵黄 穎粒期と     卵黄 球 期の中間てあ 9, 17 。 C 区 ， 20 。 C 区第 l 

                    重 l 卵巣重量 比率 吹 卵黄壌 期 ， 95 。 C 因 ては第 2 次卵黄武朗に 入   
っていると考えられる。 

l7 。 C 区 
3.60 以上のことから ，ホルモンの 排卵効果は卵 

4.80 巣の成熟過程からみても 有効てはなかったか   0 ・ 3 2.30  久保田れ 952) の報告と比較した 場合，             
  一 " 一   3.65 成熟が る。 又 ，細胞学的な 3 ケ 月程度早く進んていると 観察ては 25 。 C 区 考えられ かもっと 

2,87 

20 。 C 氏 21.7 0 ・ 8 
も 成熟してを り ，しかもホルモン 処理を れっ 

3.67   たものては吸収をはしめているか 皿 処理即 か   一番おくれている。 したかって， ホルモン か   3.44     "   一 一 成熟を促進したとも 考えられるし 又 ，ホル 
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モン処理がかえって 卯の吸収を早めたのでは 

ないかと考えられる " 

ホルモンの効力と 水温との関係でほ ，細胞 

の組織切片での 変化 く 卵の吸収が始まってい 

るということ ) をホルモンの 影響と考えるな 

らば，水温の 高い 稗 ，強かつたといえる。 

しかしながら 不完全な試験結果からほいず 

れも断定することはできないが ，次の諸点を 

今後追求して 再度試みたいと 考えている， 

@  本道のドジョウの 卵巣成熟 過 紺の追求 

'Wop 経 ，卵巣重量，組織切片観察 ; 

2  ホルモン効果の 確認． 

; ホルモンの 餌料 添加等 i 

ま と め 

            ンョ                                                                               
モソ， ゴナト p ピンを使用して 実施した。 

(2) ゴナ トロピン使用量 l 尾先， 2,000 単位 

2cc を腹 部に注入し， 無 処理，水温 l7 。 C 以 

上 h, 20 。 C 以上， 25 。 C 以上の四試験ぽを 設定 

し， -   T 9 月 5 日 l 7 時 2 リ 9 月 6 日 1 7 目 
まで昼夜観測したが 排卵されなかった ， 

㈲ 使用 魚は l0% ホルマリン固定し ，体重， 

体長，卵巣重量，卵巣組織切片を 作り観察 

した， 

[5) 卵巣 屯呈 では l2 月から l 月の成熟程度を 

示している，各試験 区 とも大きな違いはな 

かった ， 

  ㈹ 組織切片の観察では ， 無 処理区がもっと 

もおく 力 L, 25 。 C は ， 20 ， C 区 ， l7 。 C 区の順 て 

成熟が進み， 又 ，ホルモン処理区は 吸収が 

はじまっていた ， 

㈹ 水温の高いほど 成熟が早く，ホルモン 効 

果が高く，卯の 吸収が早いようであ る - 
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川村智治郎，末永妙子 (1g5c@) 
シマ ドジ，ウに 於ける 人 Ⅰ排卵について   
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